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多摩市立連光寺小学校 

 

問い合わせ先：電話番号  042-373-1920 

 

Ⅰ 学校の概要 

 １ 児童生徒数，学級数，教職員数 

   （平成 31 年 3月現在） 

   児童数 374 人 

   学級数 12 

   教職員数 28 人 

 

 ２ 地域の概況 

  多摩丘陵に面しており、都立桜ケ丘公園など緑の多

い自然環境である。地域の方も学校の教育活動に協力

的である。 

 

 

 

 

 

 

 ３ 環境教育の全体計画等 

  1、2 年生は生活科で、自然体験を中心として、主体

的に取り組むことを指導する。ヤギの飼育も担当する。

3 年生からは総合的な学習の時間を中心に、地域の自

然環境や文化、社会体験を行い、地域理解を深める。4

年生は、多摩川に至る水環境の調査を行う。5年生は、

周辺の里山学習を行い、炭焼き体験も行う。6 年生は

再生可能エネルギーと SDGs について取り組む。 

  授業以外では、環境委員会がグローブ活動を行い、

気象観測や資源回収、花壇整備などを行っている。 

 

Ⅱ 研究主題 

 教育課程全体で取り組む ESD の実践と教育活動の工夫

～生活科・総合的な学習の時間を軸とした連光寺カリキ

ュラム・マネジメント～ 

 

Ⅲ 研究の概要 

 １ 研究のねらい 

 長年地域の自然や社会のリソースを活用した生活科・

総合的な学習の時間等の実践を通じて ESD に取り組んで

きた本校の教育活動にグローブ活動を位置付け、学習活

動の更なる充実と各教科等の連携による広がりをもたせ

ることをねらいとしている。 

 児童に身に付けさせたい力は新学習指導要領で示す 3

つの資質・能力とも関連させ 6つの能力・態度にまとめ

た。 

ア 環境や社会の仕組みを理解する。 

 イ 学び方を身につける。 

 ウ 課題をつかみ、考え、判断し解決を図る。 

 エ 持続可能性の価値を見出し、想いや考えを伝える。 

 オ 人・自然・社会に関心をもち、意欲的に関わる。 

 カ 協力してよりよい社会を創ろうと行動する。 

※ア、イは新学習指導要領の知識及び技能、ウ、エは思

考力・判断力・表現力等、カ、キは学びに向かう力、

人間性等に対応している。 

 

 

  ２ 校内の研究推進体制 

 （１）研究推進体制 

 校内研究部を中心に、理論面は研究部が、実践面は各

学年が行い、グローブ活動は環境委員会を中心とした。 

 （２）観測体制 

 グローブの気象観測は、児童の環境委員会が担当して

いる。毎日 10 時 30 分に、百葉箱に設置した最高最低温

度計や湿度計、雲量計を使って観測したい。また、特徴

的な雲の写真を撮るなどした。教員は、児童の指導とグ

ローブ本部へのデータ送信を行った。 

 （３）観測機器などの設置状況 

 百葉箱に設置した最高最低温度計と湿度計を活用して

いる。データは廊下のホワイトボードに掲示し、全校児

童が見られるようにしている。デジタルカメラで撮影し

た雲の写真や気象データを発表に使った。 

 

  ３ 研究内容 

  （１）グローブの教育課程への位置付け 

 新 ESD カレンダー（各教科等の指導との関連を把握す
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るための図）を作成し、生活科・総合的な学習の時間を

中心にグローブを位置付け、全学年で取組を進めた。 

 

 

 （２）児童による気象観測 

【観測機器の設置場所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実際の測定の様子】 

①環境委員会児童は、百葉箱で計測する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②校庭の真ん中で雲量計をつかって雲量を測定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③廊下の掲示板に計測したデータを掲示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

百葉箱 観測機器 設置場所 
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（３）グローブの観測結果 

（2017 年 10 月から 2019 年 3 月まで） 

Solar noon temperature Dailies, Versus time 

 

Maximum Daily temperature, Versus time 

 

 

Minimum Daily temperature, Versus time 

 

（４）グローブを活用した教育実践 

グローブ活動は委員会活動に位置付け、教育課程の特

別活動に位置付けた。 

環境委員会は、活動の結果や取組について環境委員が、

児童朝礼や生活科・総合的な学習の時間発表会で全校児

童に伝えた。気象観測の結果を、各学期 1回の委員会活

動報告で全校児童に行った。 

また、校舎内廊下に結果を掲示し、いつでも確認でき

るようにした。1 月に行った生活・総合的な学習の時間 

発表会では、これまでの観測データをグラフ化してまと

めた後、気象の変化について全校児童へ発表した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）各学年の実践 

6 年間のつながりをもった学習活動 

地域で学び、やがて世界を見つめ行動していく子供た

ちの成長を綴った「連光寺ストーリー」 

6 年間を通して持続可能な社会をつくる担い手を育て

るために、地域の自然や人・社会に関わる学習活動を繰

り返し行っている。各学年のテーマや活動は、6 年間で

育つ児童の姿をイメージして展開されている。 

①第 1学年 

地域の人々や自然と関わり、地域の良さと楽しさを

感じる 1 年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 年を通して季節を追って校庭や学区の野原や公園

で、生き物や樹木、草花などに諸感覚を使って触れ合っ

たり、友達と一緒に自然物や身の回りのものを利用して

道具を作ったり遊んだりしながら、自然遊びの楽しさや

自然の不思議さに気付く活動をしている。それらの活動

後に活動の様子の絵を描いたり、作文に書いたりしてま

とめ、自分の思いや考えを伝えている。季節の移り変わ

りを感じながら、学校の周りの自然を大切にする気持ち

を育んだ。 

 

②第 2学年 

自ら働きかける楽しさを味わい、地域への愛着を深

める 2年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 学期は、地域の公園などを中心に、自分の家の周り

を紹介し、その場所の楽しいところやひみつを教え合い、

探検する活動を行った。 

2 学期は、地域の人・場所・自然に関心をもち、探検

したり、地域の人と交流したりするなどの活動を通して、

自分たちの生活が地域の人々と深く関わっていることに
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気付き、親しみをもって地域の人と接することができる

ようにした。 

3 学期には、「連光寺のすてきなことを伝えたい」と

いう思いの高まりを大切にし、自分が住む町への愛着を

いっそう深めることができるように地域と関わっていっ

た。 

 

③第 3学年 

地域社会との関わりを深め、探究活動の方法を身に

付ける 3 年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 学期は、連光寺の歴史を基に自然と関わりながら「蓮

光寺調査隊」を通して調べ、自分たちなりの根拠をもっ

て地図に表す活動をした。 

2 学期は連光寺の地域と関わる「トライトライ」を通

して働く人の願いや仕事の工夫を知り、体験したことを

まとめ発表した。 

3 学期には、トライトライで学んだことを基に自分た

ちに何ができるかを考え、周りの人への発信ができる力

を養っていった。 

 

④第 4学年 

 地域の自然とつながりのある多摩川を通して、環境

を考える 4年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 年を通じて川について、「はてな？」や「発見！」

を見付け、それらを基に個人テーマを設定して探究活動

を行った。1 学期は身の回りにある水をたどり、多摩川

までつながることを確認することからスタートした。専

門家の方に調査方法を教えてもらい、石や鳥の観察、「が

さがさ」で魚を取る方法なども体験した。 

2 学期は個人テーマについて分かったことや考えたこ

となどをまとめて、発表会を行った。 

3 学期は社会や道徳などの学習とも関連させながら、

川の自然を守るために自分たちでできることを考え発信

していった。 

 

⑤第 5学年 

地域の里山の環境保全に関わり、自然と人間の共存

を考える 5年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 学期は、里山についての基本的な知識を深め、里

山の中を歩いたり、谷戸田での田起こしや田植えを行

ったりしながら個人テーマを探った。 

2 学期は里山での探究活動をしながら、里山や環境

についての考えを深めていった。 

3 学期は炭焼き体験や森林教室などの学習を通し

て、自然との共生について考えたり、環境保全活動を

行ったりしていった。 

 

（参考資料）第 5学年の学習指導案 
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⑥第 6学年 

世界の課題を見つめ、未來の社会をイメージし行動

する 6年生 

 

 

 

 

 

 

⑦特別支援教室 
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地球温暖化の現状や原因を理解し、環境を守るために

自分たちには何ができるのか考えた。持続可能な社会を

目指して、自然エネルギーの可能性を探ったり、国際連

合の「持続可能な開発目標 SDGｓ」について学んだりし

ながら、これからの社会について考えた。他校との交流

や地域の催しへの参加を通して、自分たちで考えを発信

し、環境を守るための意識を広めていった。 

 

（５）児童の意識調査の測定 

ポートフォリオ評価を通して、環境保全等に対する児

童の意欲や態度を測定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ESD の学びとしての成果は、児童・生徒の変容にあっ

た。このことは、学習活動の主に最初と最後に意識調査

やウェビングマップを書いて比較することや、活動で使

った資料や写真、作文、ウェビングマップをファイリン

グしたポートフォリオを見返すことで、変容の程度を確

認することができる。この変容は学習活動への評価につ

ながっている。 

評価は教師の評価もさることながら、児童・生徒の自

己評価も重要である。学習活動によって自己がどのよう

に変容したかは、新たな学習への意欲や日常生活や社会

での実践につながるものである。ウェビングマップは変

容が分かりやすいため、活動後のウェビングマップには、

体験して分かったことや新たな知識などが書かれ、活動

前と比較することで効果的な自己評価となった。 

 

 

Ⅳ 研究の成果と課題 

【成果】 

１ 本校 ESD で育成する能力・態度に環境教育の視点を

もたせることができた。また、新 ESD カレンダーの活

用を通して、より合理的で有効な指導が実践できるよ

うになった。 

２ 朝礼や発表会で聞いたことから、児童の感想文には、

小学生の取組が役に立っている。温暖化について早く

勉強したいなどがあり、児童の関心を高めた。 

３ Ⅲ ３ 研究内容（２）の活動を通して、環境保全

等に対する児童の意欲や態度の質の向上が、ポートフ

ォリオ評価の結果や授業等における姿からも明らかに

なった。 

 

【課題】 

１ 各学年の育成する能力・態度については、ルーブリ

ック評価を活用するなどして、内容を更に精選し見直

しを図る。 

 

２ カリキュラム・マネジメントを活用した新 ESD カレ

ンダーについても、実践を繰り返し、改善を適宜図る

ことで、活動の活性化を推進する。 

 

３ 気象観測の結果を授業等により活用することができ

るよう、算数科の学習でこれまでの気象データを用い

てグラフを作成したり、理科の天気の変化などの学習

で、雲量計を使って指導したりするなどして、グロー

ブ活動との関連を一層図っていく。 

 

Ⅴ 今後の展望 

児童が自ら測ったデータをもとに、学習活動を行うこ

とは、児童の興味関心を高めることにつながる。気象観

測などの客観的なデータをもとに、環境の変化を考える

素地を育成することができるよう、各教科や総合的な学

習の時間での一層の活用を図る。 

 


